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参考文献一覧

※本論文は、同名の卒業論文を日本学報掲載にあたり紙
幅の都合上要約・修正したものである。したがって、
参考文献一覧には本論文上で直接言及をしていない
文献も掲載されている。

はじめに
2016年現在、日本最大の同人誌即売会コミックマ

ーケット（以下コミケ）は、毎年盆と暮れに3日間ず
つ行われ、主催者の発表によれば年間のべ100万人
以上の参加者が訪れている巨大なイベントである

1

。
しかし同人誌即売会はコミケのみではない。例えば
2015年には、同人誌即売会は大小合わせてのべ1000
回以上行われた

2

。こうした同人誌即売会の中に、東
方projectオンリーと呼ばれる同人誌即売会群があ
る。東方projectは20年以上継続的に新作が発表さ
れている作品群である。この作品の二次創作を行い、
同人誌即売会に参加するサークルは、2010年以降
2015年まで、年間のべ10000サークル以上存在して
きた［上條 2016：p.35］。

筆者自身、この8年ほどの間に同人誌即売会に何
度も参加してきたし、自ら東方projectの二次創作
小説を執筆し頒布していた。そんな中で同人誌即売
会について興味を持ち調べてみたところ、3つほど
疑問に思うことが出てきた。

1つは、1章4節で見るようにコミケに関する研究
論文は散見されるものの、それ以外の同人誌即売会
について触れているものはほとんど見当たらないこ
とである。確かに、1年の間に1000回以上も行われ
る同人誌即売会を網羅的に研究するのは労力の面だ
けでも難しいものがある。しかし、上記のように非
常に多く行われているにもかかわらず、コミケ以外
の同人誌即売会を扱った研究は少ない。

特に個人が何を目的に、具体的にどのような経緯
で同人誌即売会に参加しているのかという観点から

【卒業論文】

二次創作と同人誌即売会をめぐる語り
―東方 project を軸としたそれぞれの体験―

八 尾  典 明
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はほとんど研究がなされていない。わずかに、『コ
ミックマーケット40周年史』［pp.99-195］に二次創
作の制作者による座談会が掲載されているが、それ
は主に商業漫画家やゲームクリエイターが参加した
ものであった。職業として創作活動を行うのではな
い、いわゆる普通の人による同人誌即売会参加の経
緯についての語りはほとんど見当たらない。しかし、
筆者自身の周りを見る限りでは、同人誌即売会に参
加しているのはむしろ普通の会社員や、創作を仕事
にする予定のない学生ばかりである。そうした人の
体験が見過ごされているのではないか。

もう1つの疑問は、同人誌即売会の場において、
二次創作の受容者同士は信頼できる人間関係を形成
しやすいという言説の妥当性である。先行研究にお
いても、石原［2012：p.156］や名藤［2007：p.92］、
コミックマーケット準備会［2015a：p.314］がこの
言説に肯定的である。確かに普遍的な意味で、同じ
趣味を持った人同士は仲良くなりやすいかもしれな
いが、同人誌即売会の場において知人が増えやすい
かというと疑問がある。もちろん、大いに個人の適
性が絡む問題ではあるが、残念ながら同人誌即売会
での人間関係形成について具体的な経緯や体験に言
及したものは管見の限りでは存在しておらず、その
言説の妥当性は判然としなかった。

最後は、二次創作に関する言説はなぜ同人誌即売
会に注目しないのかという疑問である。1章2節で見
るように、現在までにいくつか二次創作理論とでも
呼ぶべき研究がなされてきた。東が「原作も二次創
作も、あたかも「同等の価値」を持つかのように生
産され、消費されている」［東 2001：pp.87-88］と
断定したことを批判して、原作と二次創作の扱われ
方の違いを明示したものである。本論文で取り上げ
る3論文とも、二次創作を受容する個人の語りを素
材としつつ、原作と二次創作の関係について理論を
組み上げている。しかし、同人誌即売会にはほとん
ど言及していない。確かに、イラストや文章を投稿
できるウェブサイトは増え、ウェブ上のみでも作品
発表や交流を行うことができる。しかし、2015年に
おいてなお、年間のべ1000回以上と多くの同人誌即
売会が行われているのである。当然、それだけ二次
創作同人誌を発表する機会があり、それほどの回数

の同人誌即売会を開催できるほど、労力を費やして
二次創作同人誌を作成し、参加する二次創作の制作
者が存在するのである。正確な数はわからなくとも、
それらの人々にもっと注目するべきではないだろう
か。

結局のところ、二次創作を行う個人が、どのよう
な経緯で同人誌即売会に参加するようになるのか、
また同人誌即売会においてどのような体験をしてい
るかについて、具体的な語りに基づいた研究があま
りにも少ない。それらの個別具体的な体験について
のインタビュー調査によって、個人が実際の生活の
中でどのように二次創作を行い、何を目的に同人誌
即売会に参加しているのかについて明らかにしたい。

そこで、本論文ではまず、同人誌即売会と二次創
作に関する先行研究を整理しつつ、本論文のインタ
ビュー対象者が参与している東方project及びその
同人誌即売会について解説する。その後、同人誌即
売会に参加する二次創作制作者へ焦点を絞る意義に
ついて、体験の連なりと生活の中の同人活動という
2点から見ていく。最後に、インタビューによって
得られた視座から、3つの論点について述べていく。
つまり、個人の体験から見る同人誌即売会の機能、
同人誌即売会内外における二次創作者同士の交流、
そしてつながりの中の二次創作という3点である。

これらの論点に関して考察することで、二次創作
において、ひいては創作全体において新たな表現の
可能性を切り開くための場として、同人誌即売会は
機能し得ると示されることを期待する。常に、創作
を行うのは個人である。個人の体験や認識から、創
作に変化がもたらされるのである。したがって、個
人の語りから汲み取られる個人の意識において、二
次創作及び同人誌即売会がどのように受け止められ
ているかの側面から見ることで、この問題が明らか
になることを期待する。

 1. 先行研究が語ってこなかった同人誌即売
会と二次創作のつながり

同人誌とは個人や同好の士の集団が作成した作
品で、発行主体はサークルと呼ばれる。そして、商
業的な流通がなされない同人誌を頒布し、個人が自
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由に作品を発表し表現できる場として、1975年に第
1回コミックマーケットが開催された。それ以降
2016年現在まで、毎年日本の各地で同人誌即売会が
行われている。こうした同人誌即売会では、オリジ
ナルの創作物のみならず、二次創作と呼ばれる作品
群も発行されている。二次創作とは、「ある作品を
受容することによって「自分も作者になりたい」と
動機づけられて」おり、かつ「自らの創作の下敷きに、
自分の動機付けに関わった作品を使用している」も
のである［石原 2012：p.134］。例えば、夏目漱石の

『こころ』における、主人公のその後の人生を描い
た作品は二次創作である。一方で例えば歴史小説は、
歴史を題材にとっているが二次創作ではないと判断
される。以降では、二次創作の下敷きとなった作品
を原作と表記する。

二次創作作品は原作を持っているため、著作権の
問題が常に付きまとう。しかし2016年4月、安倍首
相が「コミックマーケットにおける同人誌等の二次
創作活動は、一般的には、原作のまま著作物等を用
いるものではないこと、そして、市場において原作
と競合せず、権利者の利益を不当に害するものでは
ないことから、非親告罪とはならないと考えており
ます」と発言している

3

。
また、2016年現在、メロンブックスやとらのあな

などの同人誌を委託販売する書店が存在するだけで
なく、「BOOTH」のような、同人誌を含む自主制作
作品を通信販売するためのプラットフォームとなる
ウェブサイトも存在する

4

。そのため、同人誌即売会
の場に赴かなくとも、同人誌を頒布、あるいは入手
することが可能になっている。

（1）同人誌即売会に関する先行研究
コミックマーケット準備会（以下準備会）は、漫

画文化における資料保存を目的として、コミケで発
行された同人誌を開催当初から収集保管している。
年間のべ100万人以上が参加する即売会だけあって
膨大な量があり、明治大学などの協力のもと、コミ
ケで発行された同人誌を集めた図書館を作る計画も
ある［コミックマーケット準備会 2015a：pp.214-
226］。コミケが同人誌文化、ひいては漫画文化に与
える影響の大きさが窺い知れる。

コミケに関する文化社会学的研究としては、杉山
による『コミック同人誌即売会「コミック・マーケ
ット」の文化社会学的研究』［2008］が大きな位置
を占める。準備会と共同して、参加者に年齢や性別
などの基礎情報と、参加目的などについてのアンケ
ート調査を実施し、併せてスタッフ参加者や前準備
会代表の故米沢嘉博にインタビューを行ったもので
ある。総参加者の中の一部とはいえ、約4万人がア
ンケートに回答しており、コミケ参加者の大まかな
属性を記述している。

また米沢へのインタビューを通じて、「場」を用
意するだけの仕掛け人と、大衆の中から生まれてく
る文化活動としての同人誌というあり方が、企業の
手による大衆文化を乗り越えうるものとして存在す
るという見方を示した［杉山 2008：p.153］。

ただ、同人誌を発行する主体としての個人に関し
ては、同人誌に対する意見や目的などの割合を示す
のみで、あまり深く立ち入っていない。

上記杉山［2008］のスタッフ参加者へのインタビ
ュー資料を基に、上記研究に参加した玉川博章が「フ
ァンダムの場を創るということ　コミックマーケッ
トのスタッフ活動」『それぞれのファン研究』［2007：
pp.11-53］を執筆している。既存のファン研究が個
人の心理にのみ着目したことを批判し、ファン活動
の場の形成や運営に関する分析を行ったものである。
コミケは即売会機能に特化したため、平等な表現の
機会を創ることができたと主張した。ただ、この玉
川［2007］は個人の発言に着目してはいるものの、
あくまでコミケという巨大で特異な同人誌即売会の
記述に終始している。スタッフ参加者個人がその発
言をするに至った体験や、他の即売会に関してはほ
とんど触れられていない。

その他にもコミケを題材とした研究は存在して
いる。稗島［2003］は、個人の表現の発表の場を理
念に掲げながら、現実の社会状況との関わり合いの
中で開催費用や社会的信用を得るために企業の参加
を認める準備会の姿を示した。類似の研究として、
環境の変化にしたがって変遷するコミケの理念を記
述した岡安・三崎［2011］がある。平木・亀崎・佐々
木・他［2014］は「「コミケ」 と著作権」と題し、二
次創作同人誌が孕む著作権侵害の問題を法学的見地



126

『日本学報』第37号（2018年 3月）

から示した上で、新たなクリエイターが生まれる場
としてコミケを評価した。更に、井手口［2012］と
いった、コミケにおけるジャンルコードから同人音
楽コミュニティが成立した過程を探ったものや、椎
野［2014］のように、コミケのカタログを使用して
ボーイズラブ作品の表記コードを分類調査したもの
もある。しかしこれらはどれも、他の同人誌即売会
にほとんど触れていない。

他の同人誌即売会を取り上げたものとして、台湾
において日本の漫画・アニメを起点とした同人誌文
化が認知され市民権を得ていく経緯を記した川田

［2012］があるが、同人誌即売会という場を主眼と
してはおらず、個人の体験も言及されない。

その他にも、コミケへの参加体験記や、市場とし
てのコミケに着目したビジネス記事、性表現の問題
やコミケに関する事件の報道記事、混雑時のデータ
通信に関する情報処理系統の研究などがコミケに関
して言及している。しかし、本論文は既存の資料を
利用した内容分析には踏み込まないため、これらの
資料は参照していない。

以上のように、同人誌即売会に関する先行研究で
は、コミケというかなり特殊な同人誌即売会のみを
取り上げている。確かに、コミケを記述することは
重要ではある。同人誌即売会の端緒を開いた日本最
大の同人誌即売会であり、3000人を超えるボランテ
ィアによって運営されており、場を維持して継続的
に開催するために公的な立場を確保しようとしてい
る［コミックマーケット準備会 2015a：p.306］。し
かしそのために、コミケは特異な同人誌即売会とな
っている。結局、先行研究はコミケの全体像を捉え
ることに終始しており、他の同人誌即売会にまで目
を向けられていない。それもあってか、個人の体験
はかなり捨象されている。

しかし、同人誌即売会に参加するのはあくまでそ
れぞれの個人である。したがって、同人誌即売会が
もつ機能や意義について考察するためには、そうし
た個人が同人誌即売会に参加する経緯や目的を詳し
く見ていかなければならない。個人の意識を幾つか
集めたところで全体の記述はできないと考える向き
もあるだろうが、しかし全体を記述しようとして具
体性に欠けているのが現状である。また、個人も全

体を構成する一部分であり、個人の意識をもとに考
察することで、全体の少なくとも一部分は記述する
ことができるのである。

そこで、はじめにでも触れたが、本論文では、東
方projectの二次創作を行い同人誌即売会に参加す
る人々にインタビューを行い、その体験の語りを対
象として考察を深めていく。

（2）二次創作者個人を題材とした先行研究
本論文では、「「二次創作」 はなぜ生まれ、何を生

むのか――情報技術の普及がもたらす創作概念の
変化」［石原 2012］、「二次創作（を／から）視る」

［north 2007］、「「二次創作」 活動とそのネットワー
クについて」［名藤 2007］の3論文を主に参照して
いる。

この3論文は、二次創作を行っている個人の語り
を題材に考察を深める手法が本論文と共通している。
しかし、回答者が二次創作に関してどのような体験
をし、どのような生活を送ってきたためにそうした
発言に至ったのかに関する具体的な記述がない。二
次創作活動や同人活動は確かに特徴的な活動ではあ
るが、しかしそれらも個人の具体的な生活の中で営
まれているものである。そのため、本論文では個人
の体験についてインタビューを行い、論の補強や改
善を図った。

石原［2012］は、インターネット空間の発達やそ
の特徴、日本文化における漢詩や連歌といった創作
行為の二次創作的な特徴などに触れた後、自身の体
験と友人へのインタビューに基づいて、二次創作の
動機と手段について論じている。結論は以下の３点
である。１つ目は、二次創作は評論的でありながら
娯楽でもあり、二次創作の作り手側も営利目的の制
約がないため創作者として自由に創作した上で評価
を受けられる喜びがあること。２つ目は、原作があ
るため設定の考案が容易に済む代わりに、ある程度
原作に準拠しなくては二次創作として成立しないと
いう難しさがあり、その難しさが二次創作の制作者
の満足や生み出された作品への評価に繋がること。
三つ目は、二次創作の制作者は受容者と作者が混合
した形態であり、互いの二次創作作品を受容するこ
とも多いため、二次創作の制作者同士での交流が生
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まれやすいことである。
この論文は、３人の友人へのインタビューに加え

て雑誌のインタビュー記事を分析している。しかし、
二次創作の動機や目的、また二次創作によって得ら
れるものに関する回答のみがあり、生活の中での個
人の二次創作体験についてはほとんど述べられてい
ない。

north［2007］は、二次創作作品と二次創作行為
そのものが、いわゆるおたく論の中で添え物として
語られてきた経緯を概説した上で、『新世紀エヴァ
ンゲリオン』に関するウェブ上で発表された二次創
作小説群と、その製作者たち25名を対象にして、電
子メールおよびインスタントメッセンジャーによる
文書でのインタビューを行った学士論文をウェブ上
で公開したものである。要旨は以下の２点である。
１つ目は、ある作品の二次創作は、経時的に原作志
向が弱まり、二次創作を主に参照元にした二次創作
が発生するようになること。これは異なる性質を持
つ製作者が順次二次創作活動に参与することに起因
する。2つ目は、上記の経時的変化を導入した参照
系モデルが、ある作品の二次創作群を説明しうると
したことである。これは、原作によるデータベース
の読み込み方にある程度の特権性を認めた上で、そ
の作品のイメージに原作だけでなく二次創作をも含
み、作品に対するイメージの可塑性を認めるもので
ある。

この論文は、回答のうち、年齢・性別・二次創作
開始の動機についてのみ使用している。したがって、
回答者の生活の中での体験に関しては述べられてい
ない。

名藤［2007］は、ウェブサイトで自らも二次創作
をしながらファンコミュニティを調査しようとした
社会学者が、インタビューやアンケートを用いて得
た情報をまとめたものである。対象者は漫画『テニ
スの王子様』の二次創作を受容する女性で、ファン
コミュニティがどのような人々によって形成され、
どのようなネットワークを持っているか、当時の状
況を記述しようとした。「実際のシーンにいる人々
は極めて多様であり、ひとつのタイプには集約不可
能である」［p.82］という前提の上で、二次創作への
意識やその目的など個別の論点に関して人々の発言

を列挙している。
この論文は、個々の回答者の発言が細切れにされ、

仮に同じ回答者による発言であっても判別できない
形になっている。また生活と二次創作活動の影響関
係については論じていない。

以上で見てきたように、二次創作に関する先行研
究は、基本的に個人の二次創作の動機をもとにした
二次創作理論の組み立てや、二次創作に関連するこ
とへの意見の分類・整理に終始している。個人が二
次創作をする際に、生活の中でどのような体験をし
ているのかについては語られていない。しかし、二
次創作を行うのはあくまで個人であり、個人はそれ
ぞれの生活の中で二次創作を含んだ活動を行ってい
る。二次創作について考える上で、具体的な生活の
中の二次創作活動を見ることが必要ではないか。

（3）�東方projectとその同人誌即売会の経時的
変化

東方projectは、ZUNによる同人サークル「上海
アリス幻樂団」が制作・関与するゲーム・音楽CD
・書籍・漫画などの作品群の総称である。同人作品
のみならず、一迅社や角川書店から関連書籍や漫画
が発行されている。2016年現在で20年以上継続的
に作品が発行されている。

後述するが、息が長い人気のジャンルであるため
に、このジャンルの同人誌即売会も、それに参与し
ている人たちもかなりの多様性を持っていると考え
られる。本論文の目的は個人の多様な経験から同人
誌即売会について考察を深めることである。そのた
め、多様な人々が参与していると考えられる東方
projectジャンルは格好の題材である。

東方projectの特徴の一つとして、二次創作に関
するガイドラインが設定されていることがある

5

。
要約すると、公序良俗に反することなどの禁止事項
に反しない限り、慣例的手段に則った同人誌の頒布
を容認するものである。二次創作は日本国内におい
て原作者の著作権を侵害するものである。そのため、
このガイドラインは二次創作制作者が安心して二次
創作を行い、発表できる環境を生み出している。こ
うした二次創作を基本的に認める寛容な姿勢が、東
方projectの二次創作が盛んになった一因だとする



128

『日本学報』第37号（2018年 3月）

意見もある［コミックマーケット準備委員会 
2015a：p.178］［久樹 2014：pp.18-19］。また、この
延長として、2016年には東方projectの原作ゲーム
をプレイしながら解説やコメントを付与する「実況
動画」をも容認する見解が示された

6

。
東方projectの人気を考える上で、ウェブ上での

二次創作作品の投稿数や、同人誌即売会は常に大き
な位置を占めてきた。原作が同人ゲームであるため、
売上げなどの指標が公開されないからである。そし
て、2007年以降、東方projectの二次創作はニコニ
コ動画やpixivなどウェブ上で非常に人気を博した。
東方projectジャンルは2009年から2013年までコミ
ケにおける最大ジャンルであった［Myrmecoleon 
2014：p.8］。また、2010年から2015年まで、年間の
東方projectオンリー即売会（以下東方オンリー）総
参加サークル数はのべ10000サークルを下らない

［上條 2016］。
東方projectジャンルに人気が出た過程について

は、本論文ではあまり深く立ち入らない。以下では、
上條［2016］を元に、東方オンリーの年間総参加サ
ークル数の量的変化を示したうえで、それがどのよ
うに参加する個人の多様性に繋がるのかを明らかに
する。

上條が収集したデータによると、東方オンリーに
参加するサークル数は2015年現在で年間約12000で
ある。また上條はその変遷を、黎明期・東方バブル
期・安定縮小期・構造縮小期に分けて分析している。

黎明期は、2004年に第一回博麗神社例大祭（以降
例大祭１）が開催されて以降、2008年までの約４年
間を指す。例大祭1の100サークルから、総参加サー
クル数は順調に増加するものの、東方オンリーは一
部都市圏でのみ開催され、年間十回ほどしか行われ
ていない。この時期から、東京の例大祭と関西の東
方紅楼夢（以下紅楼夢）という二つの即売会が全東
方オンリーの総参加サークル数の４割以上を占める
二極集中の構図ができている。

東方バブル期は、2008年から2010年にかけて東
方オンリーのジャンル規模が飛躍的に拡大した時期
を指す。上條は、地方における東方オンリー開催数
の急増を示し面的な広がりを指摘している。

安定縮小期は2011年から2013年にかけて、例大

祭と紅楼夢の規模が維持された一方で、その他の東
方オンリー参加サークル数の成長が鈍化し、更には
減少に転じた時期を指す。東方バブル期に立ち上が
ったものの活動基盤の弱かったとみられる東方オン
リーはこの時期に活動を休止し、一方で一部の安定
した即売会が中核的な位置を高め、そちらに参加者
が集中したのである。特定のキャラクターに焦点を
絞った即売会が増加し始め、「即売会がジャンルを
作り上げてゆくシステムが本格化した」［上條 
2016：p.38］。特色のある即売会のみが継続開催で
きたという見方も可能である。

構造縮小期は2014年以降の、例大祭と紅楼夢の
規模が減少し始めた時期を指す。その一方で、その
他の即売会の参加サークル数は安定してきている。
ちなみに、2016年の例大祭13では参加サークル数
が増加に転じており、これらを分析するには更に時
を待つ必要がある［博麗神社社務所 2016：p.2］。

筆者がここで着目するのは、安定縮小期以降にそ
れぞれの多様な個性が打ち出される即売会が増えて
きたことである。開催地域の面では、東方オンリー
が開催された都道府県は2016年12月現在で36都道
府県に及ぶ

7

。前述の通り、特定キャラクターの同人
誌のみを扱う即売会も増加した。更には、評論同人
誌を主眼とし、ポスター発表やプレゼンでの発表の
場が設けられている「幻想郷フォーラム」や、飲酒
可能な「博麗神社の縁側」など、多様な即売会が継
続的に開催されている

8

。また、同じ即売会の中でも、
漫画同人誌だけではなく、小説・音楽CD・グッズ
・評論・コスプレ写真集・ゲームソフト・テーブル
ゲームなど、多様な形態の作品が頒布されるという
広がりが存在している［久樹 2014：pp.152-153］。
多様な同人誌即売会が開催され、また継続し、多様
な同人誌が頒布されていること自体が、多様な二次
創作者とその二次創作作品を楽しむ人々の存在を示
している。つまり東方project二次創作製作者の多
様性を示しているのである。
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 2. 個人の語りから浮かび上がるそれぞれの
体験

文化を研究する際には、その文化集団の全体とし
ての動向を把握するために数量的な調査を行うこと
が重要である。しかし、全体を把握するためにはど
うしても細部を捨象せざるを得ない。そして、全体
とは各々の個人による個別具体的な体験が複雑に絡
み合って構成されるものである。微視的な視点から
見つめ直すことで、新たな視座が発見されることが
期待される。したがって、本章から個人の体験に焦
点を絞って考えていく。

（1）�二次創作と同人誌即売会の関わりを個人の
体験から見る意味

正確な割合は不明だが、同人誌即売会では二次創
作同人誌が数多く頒布されてきた。一例として、
2007年から2014年までのコミケにおいては、二次
創作同人誌を頒布する予定で申し込んだサークルが
7割を下回ることはない［Myrmecoleon 2014：
p.9］。また、オリジナルの同人誌の頒布しか認めな
い即売会は2015年において43回しか行われていな
い。残りの1000近い数の即売会は、二次創作同人誌
を頒布する場としても機能している。

逆に、二次創作の同人誌を頒布する方法としては、
即売会での頒布か個人での通信販売、書店での委託
販売やウェブ上でのデータ頒布しかない。二次創作
同人誌にとって、同人誌即売会はかつて必須の場で
あった。現在でもその比重は大きい。

それでは、同人誌即売会に参加する人々は、同人
誌即売会にどういった価値を見出しているのか。対
面での交流や、〆切としての機能、物理的な書籍形
態への愛好などが考えられる。同人誌即売会そのも
のに価値を感じる者もいるだろう。

しかし、そもそも同人誌即売会の機能は1つだけ
ではなく、一側面からのみでは語り得ないのではな
いか。こうした価値の問題に対して、同人誌即売会
全体という巨視的視点から見ても確かな答えを出す
ことは難しい。参加する多くの人々がそれぞれの価
値観を持っており、またその価値観も経時的に変化
しうるからである。

したがって、本論文では、インタビュー調査を通

じて個人の体験に関する語りを収集し分析すること
で、その人のその時点での同人誌即売会に求める価
値を探りつつ、更なる論点の分析を行う。

インタビュー対象者は、東方projectの二次創作
小説を書いたことがあり、2016年現在も継続的に東
方projectの同人誌即売会に参加していて、かつ筆
者の知人である20代から30代の男性7名である。一
部、評論や巡礼本を執筆している人や、同人誌即売
会主催を含む。なお巡礼本とは、特定の作品と関わ
りが深いと考えられる地域に足を運び、得た情報や
風景などを紹介するものである。調査方法は一対一
の非構造化インタビューであり、それを文字起こし
した文章を資料として使用している。また、本論文
上ではペンネームを伏せて仮名を使用する。その他
個人が特定できる発言についても、適宜伏字や仮名
を使用する。同人誌を含む書籍は『Bn』、人名はXn、
キャラクター名はCn、同人誌即売会名は「En」を
使用する（nは自然数で、同一番号は同一のものを
指す）。

次ページに示す表は、インタビュー対象者7名の
基本的な属性である。インタビュー場所、対象者の
職業、おおよその年齢、創作の来歴、東方project参
入経緯、備考を記す。

（2）�東方project二次創作活動を行う個人――
体験の連なり

本節では、体験の連なりに着目してG氏のインタ
ビューを分析する。ある個人が何らかの体験をした
際、その体験は他の体験と完全に切り離されてはお
らず、普通は他の体験といくらかの関連性を持って
いる。したがって、個人の体験を個別に見るのみで
は、思わぬ見落としが発生しやすい。もちろん現代
に生きる一人の人間の一生を完全に網羅した上で分
析を行うことは難しいが、個人の体験を考える上で
は、出来る限りその人が体験してきたことの連なり
を考え、その中で各体験を位置づける必要がある。

ここで、連なりという語を使う理由を補足する。
個人の体験は時に間を開けつつも緩やかにつながり
を持っているため、切れ目無くつながりがあるとい
う意味の連続性という語は不適切である。また、現
実の体験は必ず時間の前後の順序を持つため、時間
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対象 場所 職業 年齢 創作についての来歴 東方project参入経緯 備考

A氏 静岡
社会
人

二十
代

「一番最初に小説作ったのが
中三から高校にかけてなん
ですけど。オリジナルでミステ
リ書き始めたのが高校一年
の夏あたりから」「小説投稿
サイトありましたからね。は
まってた時期」

「東方に嵌った時期が、ど
はまりしたのが中２から高１
くらいにかけて」「兄がコミ
ケとか、例大祭とか行って
たから」　その後一旦離れ
たものの、東方同人の推理
小説を契機に再参入。

推理小説好き。小学
三年生時に姉に連れ
られて地方の小規模
な同人誌即売会に初
参加。

B氏 横浜
社会
人

三十
代

「書き始めたのは小学校の四
年くらいで」「ドラクエのステー
タスを書いてた」「小説にした
の中学入ってから」「ラノベに
出会ってそうか文章でもやっ
ていいんだと書き始めた」

話に出なかった。

2009年以降、東方
projectの同人小説を
薄いものも含めて五
十冊以上発行してい
る。

C氏
秋葉
原

社会
人

二十
代

「自分で本書くというのは全
然考えてなかったです」と
思っていたが、仲良くなった
人から手伝いを頼まれ、「じゃ
あなんか出しますか」と巡礼
本を発行した。

大学生の頃ニコニコ動画経
由で知った。鉄道旅行を好
んでいるため巡礼を嗜んで
おり、「自分でもやれる分野
があるよねということではま
り」聖地巡礼を始めた。

大学時代は天文同好
会の代表をしていた。
「人をあっちゃこっ
ちゃ巻き込んでいくの
は結構好きな感じ」

D氏 川崎
大学
生

二十
代

「そもそも創作活動とかそう
いうことを一切したことがなく
てですね」という状況だった
が、2014年夏に読んだ東方
同人小説をきっかけに小説を
書き始めた。

「ニコニコ動画ですねやっ
ぱり」「入口が、どちらかと
いうと音楽だった」「高校生
の時なんて、お金使わずに
何かなにかしら見れて適当
に話題に出せる」

創作を始めてから同
人誌もそれ以外の本
も読む量が増えた。
「アンテナが（中略）
昔より張り巡らされて
る感じはあります」

E氏 大阪
大学
生

二十
代

高校生の頃に東方同人小説
を書き、東方創想話に投稿し
たのが初の創作活動。動機
は「なんかそんな明確なあれ
があるわけじゃないんで」
「（書きたいものはあるが説
明はできず）まあだから多分
それ一言でぽんと言えたら書
いてないんですよね」

小説と音楽から入った。「月
姫のSSを書かれてた方が
そのある時期に並行して東
方のSSも書き始められて。
そこが入口だったんで」
「CDはわりと早くから買って
ました」

外国文学、特にレイ
モンド・カーヴァーや
フィッツジェラルドが好
き。音楽も好んでお
り、特にプログレが好
き。「まあ言ったら東
方よりプログレの方が
好きなんですけど」

F氏 京都
社会
人

二十
代

中学一年生ごろ携帯電話を
持ち始め、「いわゆる個人サ
イトとか。そこらへんに影響さ
れて」書き始めた。現在もオ
リジナルの小説を書いて新人
賞に応募している。

判然とはしないが、インター
ネット上の個人のサイトもし
くはニコニコ動画で触れた。

芥川龍之介が好き。
「ものの考え方とか、
そこら辺の基礎のとこ
ろが。テーマとか、ほ
んと芥川と同じ」と自
認している。

G氏 神戸
社会
人

三十
代

高校生の頃ゲームの攻略情
報を探してファンの交流サイ
トを知り、イラストや小説や音
楽に触れ、「キャラ語りとか作
品考察とか。まあなんかその
延長線上になんか、じゃあ自
分もなんか作ってみるかみた
いなものがあったのかも」

「私があの東方を知ったこ
ろというのはですね。（中
略）ニコニコ動画大ブーム
の。大ブームというか、まあ
立ち上がってわーっと盛り
上がってる時で」

後に詳述するが、
様々な経緯が積み重
なり、現在は同人誌
即売会を主催しなが
ら評論を執筆してい
る。小説も書く。

インタビュー対象者属性表

「（
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の概念を内包していないつながりという語では不十
分である。時間の前後の順序を持ちつつ、時に横道
に逸れながらも緩やかにつながりを持っていること
を示す語として、本論文では連なりという言葉を使
用する。

G氏はある東方オンリー E1を主催している人物
である。他の東方オンリーと協力して会場を借り、
合同同人誌即売会E2を開催している。それでは、G
氏がこのE1を主催するに至るまでに、どれほどの
体験の連なりが存在するのか。かっこ書きでインタ
ビューを交えつつ見ていく。

G氏はまず、東方project以前にあるゲーム作品を
愛好し、ウェブ上のファンサイトで活動し始めた。
そこで作品に関する雑談や攻略情報と「セットとし
て」イラストを投稿している人を見て、ファン活動
の一環に二次創作があることを知る。元々調べ物好
きだったG氏は、自然とキャラクター語りに加えて
考察をもとにした小説を発表し始めた。「創作する
っていうのに、なんか特別な何かこうエリアという
のがあったわけではなくて」「自分で調べて役に立
ったことはとりあえずなんか還元しようみたいな」
意識が根底にあると語る。またこの頃既に、掲示板
での交流から発展してオフ会に参加していた。

その後、東方projectを愛好するようになる。ここ
でも同様に、考察を行い、それを発展させ作品とし
て発表し始めた。この時期、ニコニコ動画を契機に
東方projectの人気が急上昇していたが、既存のフ
ァンコミュニティと新規ファンとの文化の違いから
摩擦が生じていた。加えて、「オフ会とかに参加し
てるとですね。まあ昔話で盛り上がるわけですね。
昔知らないわけですよ」という経験をした。それら
が合わさり「色々となんかコンプレックス的なもの
が」生じたのだという。そこでG氏は、「じゃあ調べ
るか」と結論づける。東方projectのファンコミュニ
ティの形成と現在の動向を、データから調査する同
人誌の執筆を決意したのである。

そこでG氏は「当時なんか結構なんか例大祭５と
かの関係でまあイベント限界論

9
みたいなことを

色々わあわあ言ってた時期なので。そこに対して何
か、何を考えたり何を言うにしてもやったことのな
い人間がどうこういうのも微妙だなと思ったので」、

即売会のスタッフを経験すると決めた。しかし、「大
きいイベントは、東方紅楼夢とかは、まあそもそも
私はサークル活動してるので」「ちょっと小さめの
イベントで」スタッフをやってみようと考える。そ
こで、地元から離れた名古屋の即売会でのスタッフ
参加するようになる。

その後、G氏は好きなキャラクター C1のオンリ
ーイベント開催の手伝いをX1から要請される。広
島開催の東方オンリーでサークル参加していると、

「突然かしこまった方が現れて」「今度なんか関西で
あの、C2オンリーをやることにしたのだと」「その
イベントと一緒に、C1オンリーもやることになり」

「応援部隊というか」「宣伝担当みたいな」形で、協
力を頼まれた。C1好きのスタッフ経験者として白
羽の矢が立ったのである。

しかし、準備中にX1の北海道転勤が決まり、G氏
は地元で活動する役目として副代表になる。合同誌
作成を担当したが、「己の身の程をわきまえずに死
ぬほど規模を膨らまして」大変な思いをした。

初回終了後、「北海道に転勤もしたし、一回目の
時も大変だったし、ご迷惑もかけたのでイベントは
この一回で終わりかなっとかって話を代表（筆者
注：X1）がして」いたものの、「色々と惜しいな」と
G氏が立候補して主催を引き継いだ。しかし「合同
誌で失敗したトラウマも残ってるので」、以前から
読書会で知り合っていた別の東方キャラクターオン
リー主催であるX2に共同開催の話を持ち掛ける。
その結果、2016年現在までに継続して5回開催され
ている合同同人誌即売会E2が生まれたのである。

ここまでインタビューを交えながら、G氏が複数
の即売会と共同で会場を借りて即売会の主催を行う
までの体験の連なりを見てきた。ここで着目するの
は、これらの体験が複雑に絡み合ったものだという
ことである。以下に、以上のG氏の体験をまとめた
図（p.132）を示す。この図はG氏の体験の連なりを
包括的に理解するために筆者が作成した図である。

スタッフ参加の切り口からは、個人の気質やサー
クル参加の体験は見えにくい。サークル参加を切り
口にしても、スタッフ参加のことや、読書会での交
流については見えてこない。しかし、これらの体験
は全て密接に絡み合っているのである。G氏自身、
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同人誌作成がスタッフ参加の契機だと話す中で、「だ
から、結局全部つながってますよねという話にはな
るんですけど」と語っている。また、個人の体験の
連なりを踏まえた上で、その中で特定の体験を位置
づけていくことの重要さがよく理解できるのが、以
下のG氏の言葉である。
「スタッフをやってて、C1がなんかめっちゃ好き

で、結構C1の人たちと仲いい人が、なんかいるらし
いのでちょっと、その人を巻き込んだらいいんじゃ
ねみたいなこう、思惑があったというのを後で（筆
者注：X1から）聞いたんですけど」

スタッフ参加の経験、愛好するキャラクターとそ
の二次創作経験、そこから生じる交流、それら全て
を含んだ総体としてG氏は他者からも認識されてい
るのである。まさしく、体験の連なりの中にある存
在なのである。

ところで、同人誌即売会の主催について見るとき、
同人誌即売会やそれを取り巻くコミュニティの範囲
のみに目が向きがちである。しかし、主催は即売会
の告知やサークル参加者の申し込み受付、会場内で
のサークル参加者の配置や設営準備など、膨大な事
務作業を行うものである［久樹 2015］。その作業は
生活の中で時間を費やして行われている。主催の体
験について聞いていくと、G氏の生活や人生設計が
垣間見えてきた。

G氏は同人即売会の主催をしながら、「スタッフの

人に無償のボランティアをお願いしてるっていう立
場」であるために、「自分もじゃあ頑張らんと」いけ
ないと考えてきた。しかし、主催やスタッフとして
参加する即売会が増え、「困ったことは、お金が足
りないのと時間が足りないのと体力が足りないので
す」という事態に陥る。一番忙しい時期は「可処分
時間の八割くらいがなんかぶっこまれてた」。仕事
から帰ると食事と入浴と作業で一日が終わり、「本
を読む時間がないから本がどんどん積みあがってい
る。私は一体何をして、なんのために同人誌即売会
をやってるんだみたいな話になるわけで」「それは
まずいだろう」と考え始める。そこには、30歳を迎
える年齢への懸念もあった。趣味として持続可能な

「同人ライフバランス」を確立すべく、作業を減ら
し生活に配慮するようになったのである。

同人誌即売会主催といえど、一人の生活者である。
時間にも体力にも限界はある。それでも主催を続け
ている理由として以下のように述べている。
「自分は好きでやってるわけですから。自分の好

きな作品が買えるのはいいですよね。まあ己の欲望
のためにやってるようなもんですからね。基本的に。
きれいな理念はともかくとして」「同人誌即売会、
特にオンリーの同人誌即売会なんて代表が（中略）
色々やりたいというのが（中略）詰まったというか。
形になってる部分。まあ一種の創作活動ですよね。

（中略）その結果、参加した人が、楽しかったです、
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また来たいですってなったら、まあ、まあ、主催冥
利に尽きますねっていう話です」

同人誌即売会の主催は、膨大な事務作業を引き受
けており、誰もができるものではない。しかしそれ
でも、生活の中でなんとか折り合いをつけながら営
まれている様子が窺える。そこにはやはり、趣味と
しての楽しさや喜びが見て取れるのである。

（3）�東方project二次創作活動を行う個人――
生活の中の同人活動

ここまで、特定の体験は多くの体験の連なりの中
で位置づけられて存在することを示してきた。本節
では、前節末で示唆された生活の中の趣味としての
同人活動に焦点を絞る。二次創作活動や同人誌即売
会への参加も、個人の生活の一部で行われるもので
ある。生活中のその他の事柄を理由に同人活動に変
化が生じることもあれば、同人活動が生活に影響を
及ぼすこともある。そのため、生活と同人活動の相
互影響関係について、具体的な話を見ていく必要が
ある。例えば、G氏が同人活動を減らした裏には、
年齢の一区切りとそれに伴う生活設計の変更があっ
た。

このように、生活する個人が同人活動を行ってい
る以上、同人活動と生活を切り離して見ることはで
きない。以下では、B氏のインタビューを引用しつ
つ論じる。

B氏は、職場内異動によって仕事が忙しくなるこ
とを予期し、「もうじゃあこの際だから一回出てみ
よう」と考え、東方projectの二次創作小説を執筆し、
同人誌即売会にサークル参加した。実生活上の契機
が同人活動に影響を与えたのである。また、自作の
完成・知己との再会・未知との遭遇と同人誌即売会
参加の楽しみを3点挙げた後、「即売会やってなかっ
たらこんなに文章書いてないし、こんなに感想もら
えてないし。交流以前にまあ多分、こんなにハリの
あることをやっているかどうか非常に怪しいです
ね」と述べた。加えて、各地の即売会に参加するこ
とも含めて年5回ほど旅行していることに触れた後、

「最初の紅楼夢行ってからですねちゃんと旅行する
ようになったのは。むしろそれまでは出るの嫌いだ
ったですから」と、遠方開催の同人誌即売会参加を

契機に生活に旅行が取り入れられたことを述べる。
さらに「明らかに東方やってからですね。こんなに、
あの、資料集とかああいうの読むようななかった、
全然なかったですよ」「ああいうのを読んで面白い
と思えるようになったのは確実に東方ですね」と、
二次創作を含むファン活動を契機として、興味を持
ち読書する分野が広がったと語った。

また、同人誌執筆に割く時間について問うと、Ｂ
氏は〆切間際に集中して「土日を丸々、要はあの、
食事なんかも最低限（中略）それで書いて丸一日、
十二時間十二時間とか」で、平均すると「自由な時
間を一日で一時間から一時間半くらい」費やしてい
ると答えた。その後続けて「（筆者注：Ｂ氏自身の
生活から同人活動を）取り除いて他のことをやった
ときに、有意義になんか他の事やってんのかなとい
うのもよくわかんない部分ですしね」と、次第に話
題そのものから離れた生活の意義に触れ始めた。さ
らに話は展開する。「なんかね、段々年取ってくる
と本当にこんなことばっかり騒いでやってていいの
かなとは、年齢を追うごとに思うようになってます
ね。それでまあそういう時にふと見上げるのはビー
トルズマニアとかですね、スターウォーズに熱中し
ているいいおじいちゃんを見て、大丈夫大丈夫みた
いな感じになりながら。（中略）あの人たちも少な
くとも、生活の中心とは言い過ぎだけど、一部にな
るくらいにはやってるんだから、そこを否定される
理由はない、ないはずだ。いや大丈夫だ、みたいな」。

普段の生活の中で同人誌執筆に割く時間の話題
からは逸脱して、人生の中でどのように時間を使う
べきかの問題に語りがシフトしている。B氏による
言及はないため、その意図を断定することは出来な
い。しかし、生活の中の同人活動を考えるうちに人
生の「有意義」さが連想され、付随する将来に対す
る薄い不安がB氏の中に既に存在していたこと、そ
してそれを年上の他者と比較する中で自己解決を図
ったことは着目に値する。

同人活動は、基本的にあくまで趣味である。そし
て、同人誌頒布の際に対価を受け取るといっても、
印刷費や諸経費を考慮すると赤字であるサークルが
多い。コミックマーケット準備会［2015a：p.313］
によれば、2010年に行った調査において、およそ66
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％のサークルの年間収支が赤字である。実際、B氏
も自らの同人誌の価格について、「基本もう原価回
収でやっている」と述べる。同人活動は大抵、金銭
的報酬を期待できない趣味なのである。そのような
趣味に対して「土日を丸々」「一日で一時間から一
時間半くらい」と多くの時間を費やす事へのB氏の
薄い不安が見て取れる。それに時間をかけても金銭
は得られず、キャリアにもいい影響は無い。しかし
その一方で、「そこを否定される理由はない」とい
う言い方で、B氏はその不安を引き受けることを拒
否するのである。「される」という言い方からは、B
氏自身ではなく、漠然とした他者や社会からの視線
に否定的なものを感じているように見える。B氏自
身は、既に語ったように、二次創作を行って同人誌
即売会に参加していなければ「こんなにハリのある
ことをやっているかどうか非常に怪しい」くらいに
同人活動を肯定しているのである。

以上で、同人活動について語る中で自然と、ある
いは必然的に生活に関する話題が出てくる様子を見
た。それは将来に対する不安を孕みつつも、現在の
同人活動を楽しみ、生活に満足感を覚えている様子
である。個人がその生活の中で同人活動を行ってい
るために、生活と同人活動との相互影響関係が存在
することも理解された。

このように、個人の体験はそれぞれの生活の中に
位置付けられるものである。したがって、ある個人
の特定の体験一つのみを取り上げて解釈し、意味を
付与するだけでは見えてくるものは少ない。しかし、
全く異なる生活をしてきたそれぞれの個人が、異な
る体験の連なりの中にいるにもかかわらず類似した
体験をしている場合、その共通項を見出して考察す
ることで見えてくるものがあるのではないか。次章
ではこの観点から考察を行う。

 3. それぞれの体験から見える同人誌即売会
と二次創作

本章では、インタビュー対象者７人の語りをもと
に論じる。それぞれ異なる生活を送ってきた人々が
持つ共通項を取り上げることで、東方projectの二
次創作や同人誌即売会について、さらには一般化し

て二次創作や同人誌即売会そのものについて考察を
深めたい。もちろん、7人という少ない対象者の語
りを素材にしている以上、直ちに一般化することは
難しいが、少なくとも見えてくるものがあるのは確
かである。

（1）個人の体験から見る同人誌即売会の機能
本節では、二次創作者が同人誌即売会にサークル

参加するまでの体験の連なりを紹介しつつ、それぞ
れの同人誌即売会参加の目的を示す。そこからは、
個人の体験や語りから見た同人誌即売会の機能が明
らかになる。

A氏は、「高校の姉に連れられて」小学三年生の時
に初めて、近所の小規模な同人誌即売会に一般参加
した。中学生になってからは即売会から離れていた
が、兄の同人誌を読んでおり、その時東方projectを
愛好するようになった。一旦同人誌から離れ推理小
説に傾倒した時期があり、「オリジナルでミステリ
書き始めた」。大学三年生の時に東方project二次創
作の推理小説を読み「再発見」し、近隣開催の東方
オンリーに一般参加してその熱気に衝撃を受けた。
その後いくつか東方オンリーに参加する中で「小説
本の表紙とか描いてくれたら嬉しい」と思う人を見
付けて表紙絵を依頼し、「表紙をお願いしたら引け
ねーな」と東方project二次創作推理小説を執筆し
て、サークル参加した。

B氏は、小学生の頃からキャラクターの設定を空
想していたが、中学生の頃「ラノベに出会ってそう
か文章でもやっていいんだと書き始めた」。大学生
の時コミケに一般参加して同人誌を買ったものの、
あまり楽しめず即売会からは一旦離れた。同じく大
学生の時に、ノベルゲーム経由で二次創作を知り、
ファンサイトで作品を発表し交流するうちに誘われ
合同誌に寄稿した。その後もウェブ上で作品を発表
していたが、職場内異動で忙しくなることを契機に

「この際だから一回出てみようと思って例大祭に出
た」。

C氏は、大学生の頃ニコニコ動画経由で東方
projectを愛好するようになり、元来の鉄道旅行好
きもあって聖地巡礼を行うようになった。同人誌即
売会に一般参加し始めたが、「自分で本書くという
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のは全然考えてなかった」。Twitter経由で交流を広
げていた頃に、仲良くなった人物にサークル参加の
手伝いを頼まれるとともに「巡礼してるなら描いて
みなよ、という感じで誘われ」、巡礼本を執筆して
サークル参加した。

D氏は、「そもそも創作活動とかそういうことを
一切したことがなくてですね」と語る。ニコニコ動
画経由で音楽を軸に東方projectを愛好し始め、同
人音楽のカラオケオフ会に参加し始めた。そして同
人誌即売会で同人小説を買って読むうちに「自分で
もやろうと思えた」。そのため、オフ会で先達に話
を聞いて二次創作小説を書き、サークル参加した。

E氏は、オリジナルの作品は書かないものの高校
生の頃から東方projectの二次創作小説を書き、「東
方創想話」に投稿していた

10
。動機に関しては「明確

なあれがあるわけじゃないんで」と語るものの、「文
章が好きなのは好きなので」投稿を続け、作品や
Twitterを通じて交流していた。同時期に創想話に
投稿していた人がサークル参加する際、「うちで売
り子しなよっつって。（中略）やろうと思って。こう、
書いて持って行った」。その時、同人誌即売会に初
めて参加した。

F氏は、中学一年生頃から携帯電話を通じて「い
わゆる個人サイト」に影響され、オリジナルの小説
を書き始めた。ウェブで東方projectを知り、ニコニ
コ動画で作品を投稿していた人が同人誌即売会で同
人誌を発行すると知って「あの人が行くなら行くか」
と同人誌即売会に一般参加するようになった。その
頃既にウェブ上の創想話などで二次創作小説を投稿
していたが、「本創る気がなかった」。Twitterなど
を通じて作品の感想を作者に伝え、知り合いも増え
た頃「合同の話をちらって言ったら（筆者注：自分
でやれと）煽られて、で誰もしないんだったらやる
か」と合同誌を主催し、サークル参加した。

G氏は、あるゲームのファンサイトから二次創作
を知り、「キャラ語りとか作品考察とか。まあなん
かその延長線上」で二次創作小説を書き始めた。ま
たそのゲームの同人誌即売会にも一般参加した。そ
の後ニコニコ動画経由で東方projectを愛好するよ
うになり、小説や評論を執筆し、サークル参加する
ようになった。

以上を見てわかるように、東方projectの二次創
作小説を書いている7人の中でも、同人誌即売会に
サークル参加するまでには多様な体験の連なりが存
在している。しかしそれでも、同人誌即売会への一
般参加、サークル参加している知人の影響、ウェブ
上での創作活動、と共通点が存在する。全員が3つ
全て当てはまるわけではないが、7人とも2つ以上は
妥当している。

このことから、サークル参加はただしたいからす
るだけの単線的なものではなく、いくつかの下地に
影響を受けていることがわかる。だからこそ、かつ
てのF氏のようにウェブ上で創作活動を行っていな
がらも「本創る気がなかった」人が存在し得るのだ
し、そうした人がサークル参加するようにもなり得
るのである。

それでは、これらの二次創作者たちは何を楽しみ
に同人誌即売会にサークル参加しているのか。七人
の話から見えてきたのは、同人誌を買うこと、同人
誌を創って頒布すること、知人と会って交流するこ
との三つである。以下で詳述する。

同人誌を買うことを最も積極的に挙げたのはA氏
である。「参加するのはほんと本買うのが目的で、
それが第一位なんですけど」と語る。D氏は「自分
でサークル参加すると本買いやすい」、F氏は「一般
の時は当然サークル調べてほしい本買うかみたいな
感じ」と語る。G氏も主宰する同人誌即売会で「挨
拶回りと称してまあ買いに行く」と述べている。加
えて、ただ目当ての作品を買うだけでなく、B氏は

「見たことないものとか思いもよらないもの」も楽
しみの一つだと言い、E氏も「特に音楽島の島中は

（中略）なんでこんなジャンルの、こんなニッチな
ジャンルのアレンジをやろうと思ったのって。（中
略）すごい失礼ながら面と向かって聞きたくなるよ
うな。本当に。びっくりするくらいのがあって」と、
珍しい同人CDに出会える面白さを語った。同人誌
が委託される店が存在し、ウェブを通じて手軽に通
信販売が可能だとはいえ、同人誌即売会は未だに同
人誌入手のために重要な場として機能していること
が窺える。

また、同人誌制作とその頒布を目的とする人も多
かった。C氏は「本出すことを含めて、色々と東方
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を楽しもうというのが、基本的な立ち位置でいます
ね」と、同人誌制作も原作の楽しみ方の一つという
姿勢を示した。またB氏は「この日までに本が出来
上がるということのなんか喜びがまずあって」「だ
らだらしてるとやっぱり形にならないんですね」と
〆切としての同人誌即売会の重要性を語った。さら
にF氏は、「それが流通するかどうかっていうのを、
頒布して明らかになるっていう感じの場所が」「素
人でも頒布できる場所っていうのがやっぱり大事か
な」と述べる。自作の価値を確かめたいという感覚
が見て取れる。D氏も「自分の本を手に取ってもら
いたい」、E氏は「本を売りに行くっていうのはある」
と述べた。G氏は、「自分が好きであることを表現し
てその好きを認めてもらえること（中略）大きいわ
けですからね」と述べ、「承認欲求」の語を使いなが
ら、同人誌頒布の感情的な意味を主張した。ただ同
人誌を作り表現する楽しみだけではなく、同人誌頒
布による評価や承認を生み出す場としても同人誌即
売会は機能しているのである。

同人誌即売会における交流は次節で詳しく見る
が、新たな出会いより知人との交流が多い。B氏は

「顔なじみの人と会える場所」、D氏は「意外と即売
会でしか会えない人がいたり」、E氏は「やっぱり多
分会う人いなかったら行かないかな」「遠い方って
そういう時に集まる感じで」と述べる。F氏は、「本
頒布しながら、来てくださった方と交流するのが多
い」「あと、イベントの後のお酒がおいしい」と、交
流の具体的な楽しみを語った。

さらに、A氏は「ほんともう、同人誌即売会とい
う場の熱気ですよね。（中略）あの空間に満ちてる
熱気を味わう、味わえるというのはやっぱり本当体
験として凄く、刺激される」と語っている。その背
景には、「それまでの即売会のイメージが、地方の
会議室で。それがみやこめっせですよ。圧倒される
じゃないですか。すごいですもんね。この空間全部。

（中略）同人誌で。もう、コスプレとか闊歩して歩い
てて、人が大勢いて、（中略）衝撃を受けるじゃない
ですか」という体験がある。

実のところ、これらはほとんど名藤［2007：
pp.90-92］が「4-5「イベント」に参加する理由」に
おいて示したものと重複している。2007年以前に女

性の二次創作製作者及び受容者を対象に行われた調
査と類似している部分は、性差や時期の互いを越え
て同人誌即売会が担っている機能であると考えられ
る。

加えて、本論文では「思いもよらない同人誌を発
見し手に入れるための場」という機能が新たに明ら
かになった。生活の中での個人の体験の連なりは、
決して自分の意図したことだけで構成されているわ
けではない。C氏やE氏が知人から誘われて初めて
サークル参加し、その後は自発的に継続してサーク
ル参加するようになったように、個人の体験の連な
りは、自分の意図だけでなく、他人の意図や、とき
に誰の意図でもない偶然すら入り混じって形成され
ているのである。

（2）�同人誌即売会内外における二次創作者同士
の交流

石原［2012： pp.155-157］は、自分の体験をもと
に「二次創作の受容者同士は、様々な情報や規範意
識を共有しているため、社会的なパーソナルデータ
よりもよほど相手の内面を推察するための手がかり
をお互いに持っている」からこそ、「社会的な身分
やしがらみ」に囚われず交流でき、初対面であって
も「深い信頼関係を築くことが可能」だと述べた。

加えて、二次創作者が同人誌即売会に参加する目
的として、他者との交流が挙げられることもある。
名藤［2007：p.92］は「ほとんどの創り手サイドでは、
読んでくれている人たちとの直接的な交流を求めて
イベントに参加している」と述べた。また準備会主
催のアンケートでも、79％のサークルがサークル参
加の目的の一つは「ファンや友人を増やせる」であ
ると回答した［コミックマーケット準備会 2015a：
p.314］。これらを素直に並べると、二次創作者は同
人誌即売会に参加しては、初対面の人とも交流して
仲良くなるものだという様子が見えてくる。

しかし、インタビューをするうちに、そう単純に
理解できるものではないことが見えてきた。そもそ
も交流と一口にいっても、初対面相手の挨拶から仲
がいい人同士の会話まで様々な水準にわけられる。
それらを二次創作受容者の同人誌即売会における交
流とまとめてしまうのは、いささか乱暴に過ぎる。
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以下ではインタビューによって得られた個別の
体験を紹介しつつ、同人誌即売会の場には構造的な
問題があり、新たな知己を得る交流は行いにくいこ
とを示す。ただ、ここでいう新たな知己を得るとは、
全く知らなかった人との新しい交流が始まることを
指す。作品やSNSを介して知っている人、知人の知
人との交流は除く。その上で、同人誌即売会で行わ
れている交流や、新たな知己を得るための場につい
て話を広げる。

（どのような経緯で知り合いが増えていったのか
という質問に対し）
B氏：自分もX3さんの読書会からなんで、三年くら
い前。（中略）とりあえずその辺の頃までは、（中略）
話してくれる相手がほとんどいない状態だった。（中
略）でその後X3さんが読書会やるっていって。（中
略）あの辺の人たちとどかっと知り合い。そっから、
急に人が増えて。で、後になってきたら昔から買っ
てますって人が何人かいて、言ってくれよ、みたい
な感じにはなりました。

（オフ会についての話の流れから）
G氏：�しかも、サークルでやったからって別になん

かその知り合いがどんどん増えていくってい
うわけでもないので。基本的に。

八尾：ないですね。
G氏：�ね、そういう意味でなんかオフ会とかに行って、

なんかいろんな人と知り合うっていうのがあ
って初めてなんかまあ、なんか知人友人が増
えていくみたいな感じが。

（中略）
八尾：�やっぱり即売会の場だけでは、なかなか交流

とか難しいのかなとは。できなくはないです
けど。

G氏：�あの、基本的に、立場の違いがありますからね。
サークルはサークルで。本を売りに来てるし、
一般さんは一般さんで名前も知らない一般さ
んなので。いわゆる立ち話をするくらいなら
ともかくとして。名前を知ってじゃあなんか
ご飯でも食べながらみたいな話になってくる
とちょっと難しいわけじゃないですか。

八尾：ですね。
G氏：�同人誌即売会のまあ、の不得手なところですね。
八尾：ああああ。なるほどなるほど。
G氏：知り合い増やすには向いてないですね。
八尾：�ですね。初対面の人とってなると、難しいで

すね。既に知り合ってる人と、わきゃわきゃ
やるには、効率がいいかもしれない。集まっ
てるので。

G氏：そうそうそうそう。おおー、久しぶりみたいな。

これらの発言からは、同人誌即売会にサークル参
加するのみで新たな知己を得るのは難しいことが見
えてくる。もちろん個人差がある部分だが、G氏の
言うように「立場の違い」という構造的な問題が関
わってくる。同人誌即売会においてサークルは作品
の頒布を目的としている。サークルスペースの面積
も即売会の開催時間も限られているため、話し込ん
でいては作品の頒布が行えないのである。頒布と交
流の二者択一の状況で、新たな知り合いと「名前を
知ってじゃあなんかご飯でも」とまで仲良くなるの
は難しいことがわかる。

また同時に、同人誌即売会は新たな知己を得る場
としてよりも、知己と話す場として有効に機能して
いることも窺える。上記G氏の発言に加え、前節で
述べたようにB氏は「顔なじみの人と会える場所」、
D氏は「意外と即売会でしか会えない人がいたり」、
E氏は「やっぱり多分会う人いなかったら行かない
かな」「遠い方ってそういう時に集まる感じで」と
述べ、同人誌即売会に参加する目的の一つとして知
己との交流を挙げている。

二次創作や同人誌を契機に形成された人間関係
は、基本的に職場や学校など日常の中で出会う人と
は異なり、機会を作らなければ会うことがない。し
かし同人誌即売会では、同人関係の知己と容易に会
って話すことが出来る。同人誌即売会にサークル参
加すれば、会場内の特定のスペースが割り当てられ、
席を外していない限りスペースに行けば会うことが
できるからである。

また、F氏が「イベントの後のお酒がおいしい。
最高にうまいよね」と述べるように、同人誌即売会
の終了後に連れだって打ち上げを行う人も多い。期
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日までの作品制作はかなりの労力を必要とするもの
であり、同人誌即売会はいわばその発表会である。
その労をねぎらいあって旧交を温めるのである。こ
れは逆から見れば、同人誌即売会閉会後も旧交を温
める予定があるため、新たな人間関係を結ぶ時間的
余地が失われているのである。同人誌即売会の開会
時間は短く、様々な参加目的がその中で達成される。
そこに予定外の人間関係形成が入り込む余地は、存
在しないわけではないが、決して多くもない。

ただ、同人誌即売会を契機に新たな人間関係が形
成されることも当然ある。例えば、2章2節で言及し
たG氏の同人誌即売会主催に至るまでの体験の連な
りの中に、以下がある。

（広島のある同人誌即売会にサークル参加してい
ると）
G氏：�突然かしこまった方が表れてですね。（中略）

最初あの応援部隊というかですね。まあこう、
宣伝担当みたいな。なんかそんな感じの形で、
ぜひご協力をみたいな。

その後、G氏は当該同人誌即売会のスタッフとな
り、X1氏とG氏の交流関係はその後も維持された。
これは、初対面の相手から依頼を受け、引き受ける
ことで人間関係が形成された体験である。その逆に、
以下のA氏のように依頼をする場合もある。

（A氏が小説同人誌を発行するまでの経緯の中で）
A氏：�この人のイラストで本とか、小説本の表紙と

か描いてくれたら嬉しいかなって（中略）そ
の人に挨拶してこようと思って。それでその
次の「E2」参加して、ちょっとスペース前で
しどろもどろになりつつ、結局挨拶もせずみ
たいな。その後メールで謝罪して、すいませ
ん表紙書いてくださいとやって。

A氏はその後、無事依頼を承諾され、小説同人誌
を発行した。その後も人間関係は継続され、小説同
人誌発行の一年後の同人誌即売会の日にはともに打
ち上げを行った。

両者は、一方が依頼をし、他方が承諾する構造が

共通している。「交流」のような曖昧な概念ではなく、
目的が明確な依頼関係を結んだ中で、人間関係が形
成されたのである。

それでは、新たな知己を増やしたいときには、ど
ういう場が存在しているのか。もちろん、ウェブ上
の交流サイトやSNSを契機に互いの存在を認知す
ることもある。F氏は「始めの方は、pixivと創想話
かな」とウェブ上で発表した作品を契機に知人がで
きた体験を述べた。さらにE氏は「同時期に創想話
で書いてた方が（中略）うちで売り子しなよって」と、
ウェブ上での交流を契機に実際に会って交流し始め
た体験を語った。

またウェブ経由の下地がなくても、交流を目的と
したオフ会であれば、新たな知己を得ることができ
る。D氏は「X4さんがやってるおでん会のときに、
本当に知り合いがまったくいない状態だった」が参
加し、同人誌を頒布している様々な先達と知り合っ
た。後にD氏自身が発行した同人誌の装丁にも、そ
の先達から影響を受けたと語った。

加えて今回のインタビューからは、B氏やG氏が
口にした「読書会」が新たな知己を得る場として機
能している様子が見えてきた。

一般的な意味での読書会には、いくつか類型があ
る。定められた同じ本を読んできて感想を述べ合う
形式やその場で読み感想を述べ合う形式、また輪読
形式がある［日本図書館情報学会用語辞典編集委員
会 2013：p.170］。また、各自で自由に選んだ本につ
いて、感想を述べて薦める発表会形式もある［図書
館用語辞典編集委員会 2004：p.366］。どれも参加
人数は数人である。

しかし本節における「読書会」はそれらとは異な
っている。各「読書会」ごとに差異はあるが、事前
の参加表明があれば自由に参加できること、参加者
が自由におすすめの同人誌を持ち寄ることの2点が
共通している。小説に限らず、漫画や評論、旅行記
など多様な同人誌が持ち寄られる。同人誌を媒介に、
交流を深めることを目的とする会だといえる。以下
では基本的に、読書会と表記した場合こうした会合
を指す。

読書会の例として、インタビュー中で言及された
ものを紹介する。2001年から断続的に開催されてい
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る神奈井読書会は、2016年8月には第55回が開催さ
れた11。これは好きな同人誌を薦め合い、それらを通
じて交流が図られる会だと明記している。同様に「読
書会＆座談会的な交流会」と称する雨音東方読書会
もある12。さらに、川崎読書会では参加者にプレゼン
の機会があり、自身が調べた知識を発表する場とし
ても機能している13。また発表会形式も含んだ東方
同人作品オススメ会もある14。それぞれ規模は異な
り、同一の読書会でも時期によって参加人数は異な
るが、例えば川崎読書会は継続的に30人ほどが参加
している。従来の読書会と比べると、大規模な会合
である。

読書会では人が多く集まるため、以下に示すよう
に、新たな知己を得ることができると期待されてい
る。

D氏：�結構前の方はやっぱり、話せる人が、結構ほ
しかったというか。｛中略）オフ会に、ちょっ
と出るとか。（中略）プラス、まああとは川崎
読書会とか。あそこ人集まるんで。

読書会においても、同人誌を読む目的と交流の目
的の競合は発生するが、同人誌即売会ほど様々な目
的が並立しているわけではなく、交流の比重が大き
い。したがって、新たな知己を得やすい場となって
いるのである。

石原［2012：pp.156-157］によれば、二次創作の
受容者同士は「「何も言わずとも通じ合う精神的な
部分」があるという前提で話ができる」 ため、社会
的身分についての会話が省略でき、現実世界におい
てもウェブ上の匿名性や平等さの利点を享受できる。
加えて、リスクや手間を承知の上で実際に会ってい
る信頼感や満足感が付加されるため、「二次創作に
関わる人間は、現実に 「集う」 ことに価値を見出す
のではないか」と提起している。

この石原の論述は、同人誌即売会における新規の
人間関係形成においてはあまり適用されないにして
も、読書会やオフ会においては確からしく見える。
読書会は、ウェブ上での交流を前提としたオフ会と
は異なり、全く知らない人とも出会うことができる
場である。それでも交流を深めることができるのは、

同じ作品の二次創作を好み、社会的立場を排したし
がらみのない交流ができる上、同じ空間でともに時
間を過ごすことによる信頼感や安心感があるからで
ある。このように、読書会も新たな知己を得られる
場の一つとして存在しているのである。

（3）つながりの中の二次創作
本節では、二次創作の積極的な意味について論じ

る。確かに、二次創作は2016年現在の日本では著作
権侵害にあたり、「他人のキャラクターを模写して
発表した段階で盗作で、犯罪です。それはなるべく
やめた方がいい」［村上・真崎・霜月・他 2013：
p.164］のように厳しく批判されることもある。その
一方で平木・亀崎・佐々木・他［2014］は、法学的
見地からは問題があるにしても、新たなクリエイタ
ーが生まれる場として二次創作及び同人誌即売会を
評価していた。本節ではそれに加えて、二次創作は
個人のみで行うものではなく、つながりの中での創
作であることを示す。

参照系モデルとは、north［2007］によって提唱
された、ファンが原作をもとに二次創作を生み出す
構造を記述したモデルである。これは、原作による
データベースの読み込み方に一定の特権性を認めた
上で、ファンの原作に対するイメージには原作だけ
でなく二次創作に由来するものも含まれており、原
作に対するイメージは可塑性を持つとした。個人の
体験の面から言い換えると、二次創作者は原作に加
えて、より以前に制作された他の二次創作作品も受
容しており、後者をも自らの二次創作の参考にする
場合もあるのである。

参照系モデルは、『新世紀エヴァンゲリオン』の
ファンと二次創作のみを対象にして考察されたもの
であるが、以下のように東方projectの二次創作者
にも妥当するようである。

A氏：�あれ（筆者注：とある二次創作作品）のせいで、
なんか、相棒役にC3出さなきゃならない気が
すごくするんですよ。

B氏：�『B1』はあの、露骨にあとがきにも書いてま
すが、X4さんのあの『B2』を見て。ああそう



140

『日本学報』第37号（2018年 3月）

だこういう弱いロボットが書きたいんだと。

C氏：�（筆者注：影響を受けた本は）『B3』です。（中
略）あの本非常に、よくできてるんですよ。
逆に出来すぎてるというところもあり、完全
に『B4』（筆者注：『B3』が参考にした旅行情
報誌）なのであれは。で、逆に言うと『B4』で
すと、その、情報としてすごい良い反面、行
った人の個性が出てこない。例えば、この道
はわかりにくいから、写真撮って気を付けて
おこうとか、あとここのところの登りが辛い
よとか。特にこの人でなくても。というとこ
ろはありました。そういうところの経験です
よね。を、やっぱり出していきたいと。

このように、影響元の二次創作作品が明らかな場
合もあれば、以下のように具体的な作品は不明なも
のの影響を受けた自覚はある発言も見られた。

B氏：�（筆者注：影響を受けた二次創作作品は）たっ
くさんあると思います。

B氏：�好きで山のように読んでるせいというのもあ
りますね。なんか、たくさん読んだ中でいい
なと思ったやつの表面をさらっているから。

B氏：�ああこれうまいな、面白いなよし真似しよう
みたいなのと。

D氏：�アイデア云々とか、変なところの、設定とか
色んな、ごちゃごちゃの繋がりはいろんな同
人誌から刺激を受けてる部分があり一概に言
えないんですけど。

もちろん他者の二次創作作品に影響を受けると
自認する人ばかりではない。

E氏：�（他者の二次創作作品は）結構読んでるんで
すけど。多分そこはあんまり影響受けてる
というのはないと思いますね。あんまりそ
の、読むのはすごい面白いんですけど、そ
のなんか書きたいものが同じだなっていう
人は、あんまりその。

ただし、E氏も「レファレンスは大事なんで」と
述べ、原作を読み込んでから二次創作を行うと述べ
た。参照系モデルは、原作およびそれが参照してい
るデータベースのみを参照するファンだけでなく、
先行の二次創作作品をも参照して二次創作を行うフ
ァンの存在を明らかにし、両者を統合したモデルで
ある［north 2007］。したがって、原作のみを参照し、
他者の二次創作作品に影響されない二次創作者がい
ても、その妥当性が揺らぐことはない。

参照系モデルは、二次創作を行う際には先行の二
次創作作品も参照されていると明らかにした。しか
しインタビュー調査を通じて、先行の二次創作作品
だけではなく、もっと曖昧な共通認識とでも呼ぶべ
きものもまた二次創作に影響を与えていると見えて
きた。

B氏：�私の文章は特によく言われるんですが、あの、
自然に入ってくる的なことを言われて、いわ
ゆるパターン通りのキャラクター理解で文章
をすっとばしてることが多いのかなと。

B氏：�（筆者注：新作の新しいキャラクターは）こう
いうこと言ってたとか、こういう服装だから
こうだ、あるいはこうだっていう解釈像が出
てきて、で、それを作品にする人が出てきて、
でそういったときに立場がこうだよねってい
うのが出てきて。どんどん、すそ野が広がっ
ていく印象があります。

D氏：�（筆者注：二次創作の際にはキャラクターの
共通認識を）なぞったほうがイメージがしや
すいなと。まあ二次創作の特権的な部分です
けど、キャラクターの描写をしなくてもキャ
ラクターをわかってくれるじゃないですか。
逆にまあそれがなんかの伏線ぽくなったりと
か演出になるといいかなという部分があって、
だからやや三次創作よりじゃないかなみたい
な部分が出るときはある。結構ある。

B氏の「バターン通りのキャラクター理解」や「解
釈像」、D氏の「描写をしなくてもキャラクターをわ
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かってくれる」の他にも、例えばA氏は「普通に考
えたらC4視点人物にした方が話まとまりそう」と
発言しており、キャラクターの役割や性質について
の共通認識があることが理解できる。これに関して
はB氏が端的に「解釈像が出てきて、で、それを作
品にする人が出てきて」と述べ、共通認識が作品よ
りも早期に形成されうることを指摘している。その
上で、共通認識に準拠したり、あるいはわざと逸脱
したりする形で二次創作が営まれているのである。
これは、参照系モデルが述べた先行二次創作作品へ
の参照に留まらず、作品以前のキャラクターに関す
る語りや考察などからも影響を受けて二次創作活動
が営まれていることを示している。

こうした共通認識の存在が、石原［2012：pp.151 
-152］が提起した「意味づけの欲望」を成り立たせ
ている。「意味づけの欲望」とは、原作に関する語り
や二次創作作品を通じて、原作の新しい解釈を示す
ことへの欲望である。二次創作の制作者も受容者も
感じている「記号を多様性をもって読む楽しみ」と
もいえる。

しかし、石原［2012］は「意味づけの欲望」の成
り立ちには触れていない。以下ではインタビューに
おける「意味づけの欲望」の具体例を示しつつ、そ
の原因について考察する。

B氏：�（筆者注：二次創作作品を）複数読んでみて、
みなさんはこう思うけどこうだ、っていう受
け方をすることが多いのと。

B氏：�主に橙なんかそうだけど。いわゆる藍様に猫
かわいがりされてるのがちょっと。リグルと
か、他のキャラクターはみんな再評価されて
るのに橙だけ未だにそのまんまだよなと思っ
て。もうちょっとなんかあるだろ的な感じで
始めたのはありますね。

B氏：�今書いてる神霊廟のやつも、聖徳太子は仏教
は表向きで、実際は道教だったというんです
が、過去創作で結局みんな仏教の表面をなぞ
った、慈愛溢れる人に書かれていたのが多く
って。まあ要は、争いに悲しみ悩めていたけ
れどっていうタイプが多くて、そうでもねえ
だろうっていう。

G氏：�（筆者注：既存の二次創作作品では）C1、わ
りと病弱設定が多かったので。『B5』を読ん
でいただいてもわかる通り、病弱設定０です
からね。

B氏は、キャラクターの設定に関してより納得の
いく描写を求めている。G氏も同様に、好きなキャ
ラクターには「元気になってもらいたい」と考えて
より望ましい描写をしたと述べた。これは、キャラ
クターに対する既存の共通認識に違和感を感じたた
めに「意味づけの欲望」が発生したと言える。逆か
ら見ると、「意味づけの欲望」とは語りや二次創作
作品を通じて共通認識を変容ないし拡張させようと
いう欲望でもある。

C氏：�（筆者注：佐渡島の聖地巡礼旅行記を発行し
た理由は）当時佐渡の本書いてる人いなかっ
たんで、新規性ありましたしね。

C氏：�基本的にニッチなところを攻めていくのがう
ちの本なので。

F氏：�（筆者注：接点の少ないキャラクター同士でも）
幻想郷にいたら会える。じゃあやるかという。
なんでこの二人がカップリングとしてなるの
かっていうのを、多分読者は絶対疑問に思う
し、（中略）そこら辺のちゃんと、理屈立てて、
示していったら、お、これ読者つかめていい
じゃんってなって。

C氏は「新規性」を持った、既存の二次創作作品
が存在しないニッチな分野の同人誌を好んで発行し
ていると語った。ニッチな分野が開拓されることは
つまり、原作に対する新たな解釈が示されることで
ある。それは共通認識の拡張に直結する。加えて、
石原［2012：p.152］が述べるように、「異なった意
味づけを楽しみ」にする人は多いため、「新規性」を
持った二次創作作品は評価されやすい。共通認識を
拡張する二次創作作品は高い評価を得やすいのであ
る。そのことは、F氏が「読者つかめていいじゃん」
という言葉で端的に示している。
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以上で見たように、「意味づけの欲望」には、既存
の共通認識に対する批判と、共通認識の拡張を通じ
た評価への欲求と、少なくとも二種類の原因がある。
そしてこの両者は、どちらも既存の共通認識を拡張
させる。共通認識がまず存在するからこそ、それを
拡張させたいという欲求が成立しうる。そこに、「意
味づけの欲望」が成り立つのである。

二次創作作品によって共通認識を拡張させる具
体的な方法として、原作以外のものを参照する手法
がある。わかりやすい例として、原作の元ネタとな
る資料を参照する場合がある。例えば東方project
には聖徳太子を元ネタとしている豊聡耳神子が登場
するため、聖徳太子に関する資料を参照して二次創
作を行う人も存在する。

B氏：�（筆者注：新しい聖徳太子像を探し）いきつい
たのがこちら（筆者注：町井登志夫『爆撃聖
徳太子』）。あの、今まで途中まで読んできた
んですが、隋に気球作って爆撃しに行くとい
う。何考えてるんですかね。

B氏：�あの、本読むようになったのと、旅行は明ら
かに東方やってからですね。こんなに、あの、
資料集とかああいうの読むようななかった、
全然なかったですよ。

D氏：�（筆者注：読書傾向を尋ねられて）若干民俗
学よりみたいなやつとかは、完全に東方から
興味があって読んでて。

加えて、他作品の設定を借りてストーリーを展開
するクロスオーバーと呼ばれる手法もある。原作と
他作品の間に直接的な関係は存在しないため、二次
創作者の好みによって設定を借りる他作品は決定さ
れる。

A氏：�（筆者注：現在考案中の小説は）『その可能性
は既に考えた』って。奇跡の存在を証明しな
ければならない、しようとする悪魔の証明に
挑む探偵の話なんですけどね。あれ読んで、
ああ面白いなと思って、これやってみたいな
と。

しかしそれだけには留まらず、二次創作を書く際
に影響を受けた作品及び作家として、文学作品や作
家を挙げる人もいる。これらは、クロスオーバーや
元ネタといった明示的な影響関係ではなく、本人の
印象によるものである。

E氏：最終的に自分で書くのはその、19世紀的な。
E氏：�レイモンドカーヴァーがすっごい好きで。え

っと、アメリカの80年代の作家で。（中略）そ
れとかあと、フィッツジェラルド。

E氏：�半年ずっとガルシアマルケスだけずっと読ん
でて。それのなんかだから、ずっと読んでず
っと真似してたんで。

F氏：�同人に関しては全然ないんですけど。ものの
考え方とか、そこら辺の基礎のところが。テ
ーマとか、ほんと芥川と同じっていうのはほ
んとにまあ。（中略）芥川にとって文学が帰る
ところだったんじゃないか（中略）我々はど
こにいてどこに向かって、どこに帰るのか。
みたいなことを考えることが非常に多くって。

G氏：�評論を書く、参考は、白書ですね。
G氏：�創作はあのあれですね。商業作家さんなんで

すけど。幸田文って方がおられまして。
G氏：�（筆者注：創作に関して）ラノベ文脈の影響も

ないことはない。
G氏：�（筆者注：考察に関して）いわゆる、謎本、考

察本。の方の、まあ、影響。受けてますけどね。

以上に列挙したような、元ネタに関する書籍や他
作品の設定、愛読書からの影響は、二次創作作品や
語り・考察の形で発表され、原作に対するイメージ
を拡張している。つまり共通認識を拡張しているの
である。

ところで、これら原作以外への参照は、各二次創
作者が今まで何を好んできたかという体験の連なり
によって生じるものである。加えて、二次創作は自
発的な行為である。少なくとも、二次創作をするよ
う強制するものは存在しない。したがって、以上に
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示した原作以外への参照も、二次創作者の好みとい
う、体験の連なりから生起した自発的な行為である。
「意味づけの欲望」を自覚して共通認識を拡張さ

せようとするのでも、過去の体験の連なりから自発
的に原作以外を参照して無自覚に共通認識を拡張す
るのでも、どちらにしても二次創作は共通認識を拡
張させている。逆に、D氏が「意味づけの欲望」を強
く感じることはないとしつつも「構成重視、ストー
リー重視にしたいところがありまして。それがあん
まりにも同じだったら流石にあれなんですけど」と
述べたように、既存の二次創作作品と同一性が高す
ぎる作品を制作しようと考える人はなかなかいない。
名藤［2007：p.76］も言うように、二次創作とはい
えど、一定の創作性が感じられているのである。二
次創作が共通認識を拡張しているということは、二
次創作の持つ創作性に一定の根拠をもたらす。

そして、二次創作であっても一定の創作性は存在
しているため、二次創作者が二次創作作品を作り続
ける限り、原作に対する共通認識は自然と拡張され
続けることになる。これは、参照系モデルが「デー
タベースは常に再定義され、更新されている側面が
ある」［north：2007］と主張したことを、二次創作
者側から記述したものである。しかしこれは、原作
に対する共通認識を拡張するに留まらない、つなが
りの中での創作の営みとしての二次創作を示しても
いるのである。

そもそも前提として、二次創作には原作がある。
この時点で、完全なオリジナル作品という制約から
逃れられている。二次創作は、参照先の原作が当然
存在するからこそ、原作以外への参照も自然と行わ
れるし、共通認識から影響を受けるし、あるいは共
通認識の拡張への欲望も自覚的である。

それではこの共通認識はどこで、どのようにして
発生するのか。当然、原作を受容した集団の中で形
成される。より詳しく言うと、誰かが原作に関する
語りや考察、もしくは二次創作作品の形で表現した
ものを、受容した人の中で形成される。しかし、そ
の発信者や受容者は成員が確定した集団ではなく、
例えばウェブサイトの閲覧者のように、緩やかなつ
ながりの中にある。こうしたつながりが形成される
ためには、成員による交流が必要である。つまり、

前節で取り上げたような同人誌即売会における知己
との交流や、ウェブサイトやSNSを通じた交流、オ
フ会や読書会における交流が、原作及びその二次創
作に対する共通認識をもったつながりを形成してい
るのである。

そして、二次創作同人誌の頒布はもちろん、ウェ
ブ上での二次創作作品の発表・キャラクター語りや
考察の発信、オフ会や読書会における語りが、各個
人の間で共通認識を発生させ、拡張させていく。そ
の最も顕著でわかりやすい例が、川崎読書会などで
行われているプレゼンである。プレゼンターが自ら
集めた情報や資料を発信し、共通認識の拡張に寄与
している。そして、これらによって拡張された共通
認識がまた、二次創作者の創作過程に影響を及ぼす
のである。

このように、つながりの中で発生する共通認識が
二次創作制作に影響を及ぼし、また二次創作がつな
がりの中での共通認識を拡張させうることから、二
次創作は単一の個人のみによって行われているので
はなく、二次創作を受容する一定の人のつながりに
よって営まれていることが示される。それは必ずし
も明示的な影響関係とは限らないが、しかし影響関
係が確かに存在している。

創作活動と一口に言ったとき、そこには独創性の
観念があり、個人の独創による営為だと考えられが
ちである。しかし二次創作には必ず原作が存在する
ため、一定程度独創性に囚われず、公然と様々なも
のを参照しながら創作活動を営むことができる。そ
のとき、二次創作は個人による創作活動という側面
だけではなく、つながりの中での創作活動であると
いう面が立ち現れてくる。こうしたつながりの中の
二次創作を営むために寄与する場として、同人誌即
売会やオフ会・読書会など、二次創作に関わる人々
が集まり、交流する場が存在しているのである。

ただし、こうしたつながりの中での創作活動とし
ての二次創作が成り立つのは、原作である東方
projectが二次創作のしやすい性質を持つからでは
ないかという懸念がある。

A氏：�（筆者注：東方projectは）公式が全部じゃな
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いですよね。公式は、一番影響力の強い幻想
というか。（中略）それを通じて、私たちも幻
想郷を見ていて、あとは好きに創作すればえ
えんやでという。別にこれが全てではないよ
という感じは。

A氏：�（筆者注：東方projectは）公式が全部じゃな
いせいで、人の幻想見たらそれがもう、自分
の幻想に繋がるっていうことが。

D氏：�多分二次創作が流行った要因の一つじゃない
かなと思うのが、設定とかも（中略）明確じ
ゃないというか。それの裏をかいてもいいし、
それを額面通り受け取ってもいい、なくらい
の。

D氏：�（筆者注：東方projectキャラクターの）そも
そも性格が一致しない、不安定な時もあった
り。なんか口調不安定なときもあるんで。

G氏：�東方ジャンルは特にあれなんですよね。いわ
ゆるストーリーのラインがはっきりしてるわ
けではないので。で、性格もなんか、作品に
よって微妙に違うので。（中略）だから、同じ
作品で、東方project っていう作品のシリー
ズで、同じ作品で、同じキャラクターで、同
じセリフを見てるのに、人によってなんか見
てるものが全然違うわけですからね。

G氏：�東方の、なんというかこう、解釈って、ある
人のした解釈が、それを見たことによって、
まあ、なんか、その人の中でなんか、一つの
解釈として移っていくっていうのが。

以上で見たように、東方projectの作品およびそ
のキャラクターは不確定な要素が大きいために、二
次創作の介入する余地が大きく、二次創作による共
通認識の拡張がされやすいという意見もある。

しかしそうであっても、これまでに行ってきた議
論、つまり二次創作は原作を参照し一定程度独創性
の制約から逃れているために、原作以外のものを参
照しながらつながりの中で二次創作活動を営むこと
ができるという論点が損なわれるわけではない。東
方projectの性質がそれらの営みを加速させたかも

しれない。しかし東方project以外の作品について
も実際に二次創作活動が営まれていることから、以
上で述べた論点は東方project以外の作品にも妥当
すると考えられる15。

おわりに
本論文は、それぞれの個人の体験の語りから、同

人誌即売会や二次創作について考察を進めてきた。
そこで前提として見えてきたのは、個人の体験は多
くの連なりを持っており、その体験の連なりを踏ま
えた上で、特定の体験を位置付けることの重要さで
ある。加えて、二次創作や同人誌即売会参加などの
同人活動は全て生活の中で営まれる体験であり、生
活と同人活動の具体的な相互影響関係を見なければ、
その全容の理解は難しいことも明らかになった。

その上で、個人の体験から見る同人誌即売会の機
能、同人誌即売会内外での二次創作者同士の交流、
つながりの中の二次創作という三つの個別の論点に
ついて、個人の体験の語りから考察を深めた。

まず同人誌即売会の機能として、作品の頒布や入
手・知己との交流に加え、それ自体が体験として楽
しまれることがある。こうした機能は先行研究にお
いても記されており、十年以上にわたって、参加者
の男女の別なく変わらないこともわかった。さらに
偶発性を重視する意見も見られ、個人の体験の連な
りには本人の意図しない部分があることも見えてき
た。

また同人誌即売会は旧交を温める場として機能
するために、構造的に新たな知己を得がたいことも
理解された。新たな知己を得るための場としては、
ウェブ上の交流サイトやSNS、交流を目的としたオ
フ会に加え、読書会という場が存在することもわか
った。

最後に、二次創作は独創性に囚われずに創作でき
る形式であるために、様々なものを参照しながら創
作活動を営むことができると明らかになった。その
ため、個人的な創作活動という部分以外にも、つな
がりの中で行われる創作活動という面が立ち現れ、
それに寄与する場として、同人誌即売会やオフ会・
読書会など、二次創作に関わる人々が集まり交流す
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る場が存在していることも理解された。
本論文のインタビュー調査の対象者は、東方

projectの二次創作小説の執筆者ばかりである。し
たがって、他の作品や漫画など他形式の二次創作者
の体験は考察の対象に含めておらず、一般性に欠け
る部分もある。しかし、今回得られた個人の体験の
語りに即する限り妥当性を持っており、その二次創
作者、同人誌即売会参加者としての普遍性は担保さ
れている。

また、個人の体験の語りをもとにした本論文では、
二次創作の持つ、つながりの中での創作活動という
側面の存在を明らかにするに留まった。しかし創作
者が自分の体験の連なりの中で愛読書などから影響
を受けていること、読者に対する何らかの共通認識
の拡張を意識して創作していること、その共通認識
は創作者の交流から発生するつながりの中で形成さ
れることを考えると、つながりの中での創作活動と
いう側面は、オリジナルの作品を創作している人間
にも妥当する部分があるのではないだろうか。更に
言えば、オリジナルと二次創作には本当に明確な境
界があるのか。こうした点は、更なる論題として残
ったままである。

石原［2012：p.159］は日本の創作活動や著作権
成立の歴史的経緯を概観した上で、「創作は、もと
もと一人の人間の身の内から出でて、その人のみで
完結するものではなかった」「これからの情報技術
発達が、人々が「独創性」にこだわることへの不自
然や不可能を自覚させ、創作に対する考え方を変化
させる流れを、更に後押ししてくれるだろう」と述
べた。ほとんど理論のみによって提唱されたこれら
の言葉を、本論文が少しでも生活する個人の体験と
いう面から補強できていれば幸いである。

二次創作は、原作を持つとはいえ自発的な創作活
動であり、同人誌即売会はそうした自発的な創作活
動が表現行為として他者に影響を与えることを可能
にする場である。そこでは、作品とその作者だけに
留まらないつながりが存在し、独創性に縛られない
自由な創作活動が営まれている。オリジナルな創作
活動だけではなく、二次創作のように影響された作
品を明示した創作活動をも容認するような、より自
由度の高い「創作」概念が普及することによって、

素晴らしい作品がより多く世に出ることを期待して
いる。より多くの素晴らしい作品が存在する世界は、
より望ましいものであることだろう。
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